
令
れい

和
わ

８年度 川
かわ

上
かみ

っ子
こ

の約
やく

束
そく

 

岩
いわ

国
くに

市
し

立
りつ

川
かわ

上
かみ

小
しょう

学
がっ

校
こう

 

１ 服
ふく

装
そう

について 

⑴ 標 準
ひょうじゅん

服
ふく

 

【夏季
か き

】 白
しろ

のポロシャツ 千
ち

鳥
どり

格
ごう

子
し

の半
はん

ズボンか千
ち

鳥
どり

格
ごう

子
し

のプリーツスカート 

【冬
とう

季
き

】 紺
こん

色
いろ

のイートン型
がた

上
うわ

着
ぎ

 白
しろ

のポロシャツ、半
はん

ズボン、スカートは夏
か

季
き

と同
おな

じ。 

① 上
うわ

着
ぎ

の下
した

に、ベスト又
また

は、カーディガン、セーター等
など

を着
ちゃく

用
よう

してもよい。（※白
しろ

・紺
こん

・黒
くろ

等
とう

の

華美
か び

でない色
いろ

） 

② 天
てん

候
こう

や体
たい

調
ちょう

に応じて、家
か

庭
てい

の判
はん

断
だん

で、防
ぼう

寒
かん

着
ぎ

を着
ちゃく

用
よう

して登
とう

校
こう

してもよい。 

（※防
ぼう

寒
かん

着
ぎ

：フードや紐
ひも

のついていない上
うわ

着
ぎ

や長
なが

い
い

ズボン、手
て

袋
ぶくろ

、ネックウォーマー） 

③ 室
しつ

内
ない

では、防
ぼう

寒
かん

着
ぎ

は着
ちゃく

用
よう

しない。ただし、天候
てんこう

や体調
たいちょう

に応
おう

じて長
なが

ズボンをはいていてもよい。 

④ カイロは持
も

ってきてもよいが、ポケットの中
なか

等
など

に入
い

れたままにし、むやみに出さない。 

⑵  靴
くつ

下
した

は、白
しろ

・紺
こん

・黒
くろ

の無
む

地
じ

、ワンポイント可
か

。長
なが

さは足
あし

首
くび

からひざ下
した

までのものとする。寒
さむ

い

時期
じ き

はタイツを着用
ちゃくよう

してもよい(色
いろ

は黒
くろ

、紺色
こんいろ

とする) 

⑶ 通
つう

学
がく

用
よう

の靴
くつ

は無
む

地
じ

の白
しろ

地
じ

の靴
くつ

、上
うわ

履
ば

き
き

は白
しろ

地
じ

のバレーシューズとする。 

⑷ 登
とう

下
げ

校
こう

時
じ

は黄
き

色
いろ

の安
あん

全
ぜん

帽
ぼう

を着
ちゃく

用
よう

する。 

⑸ 名札
な ふ だ

を正
ただ

しくつける。 

⑹ 髪
かみ

の毛
け

は目
め

にかからないようにする。肩
かた

にかかる場
ば

合
あい

はゴムで結
むす

ぶ(黒か紺、または茶色等華美でな

いもの)。 

⑺ 体
たい

育
いく

着
ぎ

は学
がっ

校
こう

指
し

定
てい

のものとする。（※天
てん

候
こう

や体
たい

調
ちょう

に応
おう

じて、上
じょう

下
げ

ジャージを着
ちゃく

用
よう

してもよい。） 

 

２ 登
とう

下
げ

校
こう

について２ 登
とう

下
げ

校
こう

について 

 ⑴ 登
とう

校
こう

班
はん

できまりを守
まも

って集
しゅう

団
だん

登
とう

校
こう

する。 

  ① 集
しゅう

合
ごう

時
じ

刻
こく

を守
まも

る。（※欠
けっ

席
せき

する時
とき

や遅
おく

れる時
とき

は班
はん

長
ちょう

に知
し

らせる） 

  ② 一
いち

列
れつ

にきちんと並
なら

んで登
とう

校
こう

する。 

  ③ 道
どう

路
ろ

を横
おう

断
だん

する時
とき

は、いったん止
と

まって左
さ

右
ゆう

を確
かく

認
にん

して渡
わた

る。 

 ⑵ 徒
と

歩
ほ

で登
とう

下
げ

校
こう

する。（※特
とく

別
べつ

な事
じ

情
じょう

で自
じ

家
か

用
よう

車
しゃ

等
とう

での送
おく

り迎
むか

えが必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

は担
たん

任
にん

に届
とど

ける。） 

 

 

 



３ 校
こう

内
ない

生
せい

活
かつ

について３ 校
こう

内
ない

生
せい

活
かつ

について 

（１） チャイムの合
あい

図
ず

を守
まも

る。 

（２） 廊
ろう

下
か

は、右
みぎ

側
がわ

を静
しず

かに歩
ある

く。 

（３） 忘
わす

れ物
もの

は取
と

りに帰
かえ

らない。（※登
とう

校
こう

途
と

中
ちゅう

でも取
と

りに帰
かえ

らない。） 

（４） 休
きゅう

けい時
じ

間
かん

の過
す

ごし方
かた

 

 【天
てん

気
き

のよい日
ひ

】：外
そと

で元
げん

気
き

に遊
あそ

ぶ。 【雨
あめ

の日
ひ

】：体育館
たいいくかん

で遊
あそ

ぶか室
しつ

内
ない

で静
しず

かに過
す

ごす。 

（５）持
も

ち物
もの

には必
かなら

ず名
な

前
まえ

を書
か

く。 

（６）学
がく

習
しゅう

に必
ひつ

要
よう

のない物
もの

を持
も

って来
こ

ない。（※シャープペンシルは使
し

用
よう

しません） 

                                 

４ 校
こう

外
がい

生
せい

活
かつ

について 

 ⑴ 外
がい

出
しゅつ

する時
とき

は、家
いえ

の人
ひと

に用
よう

件
けん

、行
ゆ

き先
さき

、帰
かえ

る時
じ

刻
こく

等
とう

を伝
つた

えて出
で

かける。防
ぼう

犯
はん

ブザーを携
けい

帯
たい

する。 

 ⑵ 校
こう

区
く

外
がい

には子
こ

どもだけで行
い

かない。高
たか

森
もり

地
ち

区
く

（高
たか

森
もり

小
しょう

校
こう

区
く

）に行
い

くときは、必
かなら

ず保
ほ

護
ご

者
しゃ

の許
ゆる

し 

を得
え

る。 

⑶ 自
じ

転
てん

車
しゃ

は、ヘルメットを必
かなら

ずかぶり、交
こう

通
つう

ルールを守
まも

って乗
の

る。 

１・２年
ねん

生
せい

は子
こ

どもだけで道
どう

路
ろ

で乗
の

らない。 

 ⑷ 帰
き

宅
たく

時
じ

刻
こく

を守
まも

る。 

４月
がつ

１日
にち

～９月
がつ

３０日
にち

：午
ご

後
ご

６時
じ

   １０月
がつ

１日
にち

～３月
がつ

３１日
にち

：午
ご

後
ご

５時
じ

 

⑸ 夜
や

間
かん

外
がい

出
しゅつ

は禁
きん

止
し

。理
り

由
ゆう

がある時
とき

は保
ほ

護
ご

者
しゃ

同
どう

伴
はん

とする。 

⑹ お金
かね

や物
もの

の貸
か

し借
か

り、おごったりおごられたりしない。⑹ お金
かね

や物
もの

の貸
か

し借
か

り、おごったりおご

られたりしない。 

 ⑺ 危
き

険
けん

な遊
あそ

びはしない。（※火
ひ

遊
あそ

び、エアガン・モデルガン 等
など

） 

 ⑻ 他
た

人
にん

の家
いえ

や山
さん

林
りん

、田
た

畑
ばた

、空
あ

き家
や

、工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

等
とう

に入
はい

らない。 

 ⑼ ゲームやＳＮＳについては、家
いえ

の人
ひと

と約
やく

束
そく

を決
き

めて利
り

用
よう

する。 

 ⑽ 知
し

らない人
ひと

について行
い

ったり、物
もの

をもらったりしない。 

 ⑾ 事
じ

故
こ

が起
お

こった時
とき

や危
あぶ

ない目
め

にあった時
とき

は、その様
よう

子
す

を大人
おとな

や学
がっ

校
こう

、警察
けいさつ

に知
し

らせる。 

 ⑿ 不
ふ

審
しん

な人
ひと

に出
で

会
あ

った時
とき

は、警
けい

察
さつ

に通
つう

報
ほう

し、その後
ご

学
がっ

校
こう

に連
れん

絡
らく

する。 

 

 

 

(R6年度末３・５年児童と共に改訂) 

川
かわ

上
かみ

小
しょう

学
がっ

校
こう

 ☎８４－０５０７   岩
いわ

国
くに

西
にし

幹
かん

部
ぶ

交
こう

番
ばん

 ☎８３－０１１０  

※閉庁
へいちょう

日
び

等
とう

は、岩国市
いわくにし

教育
きょういく

委員会
いいんかい

（２９－５２０３）へ連絡
れんらく

してください。 

 


